
我が子の継承日本語を振り返る 

―複線径路・等至性モデリング (TEM) 図を用いて― 

 

若井誠二（カーロリ大学） 

   szeidzsi@yahoo.co.jp 

 

【要約】 

 本研究では複線径路・等至性モデリングの手法を用いて、日本人親 J による我が子の継承日本語教

育への取り組みを、我が子の誕生から成人までというの子育てという視点から記述した。結果、「我が

子の外の世界とのつながり」「日本語使用・学習が我が子の学習困難を引き起こしているという疑い」

という局面が、我が子の日本語教育に対するＪの視点・態度を大きく揺さぶり変化させていたことが

明らかとなった。 

 

１.背景 

 日本では 1964 年に海外渡航が自由となり、旅行者だけではなく自らの意志で海外に移り住む邦人

（在留邦人）も増えた。そして、現地で永住権を取得する在留邦人（永住者）も増加している。更に、

過去 20 年のデータを見ると、永住者における女性の割合が増加していることもわかるi。 

 また、日本では 1984 年には国籍法も改正された。この改正により、男女の区別なく外国人と日本人

との間に生まれた子は日本国籍が取得できるようになった。国籍法が改正される以前は、国際結婚を

した永住者女性が子を日本人として育てることは難しく、また日本語環境も乏しかったため、我が子

の継承日本語教育に向き合う余裕は持てなかった（三宅 2014）。一方、国籍法が改正され永住者が増加

すると、継承日本語教育への関心も高まり、教育・学習環境も整備され始めた。更にインターネットの

普及などにより、継承語日本語教育に関する情報も入手しやすくなり、各地で孤軍奮闘してきた継承

日本語教育関係者が繋がり学び合う機会も創られるようになってきたii。この流れの中で、日本語教育

の専門家が家庭での日本語継承に関し親が持つべき態度や目標を示すようになった。それは子どもを

高度なバイリンガルとして成長させるための親の努力であったり（中島 2001）、子どもの日本語能力が

レベルと関係なく子を構成する重要な要素となっていることを意識・理解させようとするものであっ

たりする（チーム・もっとつなぐ 2021）。 

 一方、親はこれら専門家が示す方向性は意識しつつも、自身を取り巻く文脈や自らの考えをよりど

ころに我が子の日本語に関する意思決定を行っている。また、継承日本語教育・学習環境が整備され始

めているとは言え、地域による差があり、必ずしもすべての家庭でサービスを受けられているわけで

はないiii。従って、海外での日系国際家庭における継承日本語教育について考える際には、親自身によ

る我が子の日本語（学習）に関する気づき、あるいは親の態度・行動やその変化に着目した調査・研究

も必要であると言える。 

 

２.Family Language Policy 

 近年、複数言語を使用する家庭における子どもの言語発達という目標に関連し、Family Language 
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Policy, 以下 FLP） という概念が注目されるようになってきた。FLP は、本来、国家や公共レベルで

遂行される「言語計画」あるいは「言語政策」の視点を利用して、家庭内での言語使用を捉えようとす

るものであり、家庭内や家族メンバー間での言語使用に関する明示的な計画、そしてそれに従った継

続的な実践と位置付けられる（Schwartz 2010)。FLP は、表 1.に示す言語に対するビリーフ、言語管

理、言語実践により構成されており（Li 2021, 2021）、これが我が子の言語発達を検討するための枠

組みとなっている。 

 

表１．Family language policy の構成要素（Li 2020:42）  

言語に対するビリーフ 
両親はその言葉についてどう思っているのか？彼らは我が子もにこの

言語を話してほしいと思っているのか？その理由は？ 

言語管理 
家族のメンバーは、いつ／どこで／誰と／どのくらいの頻度で、その言

語、あるいはもう一方の言語を話しているか？ 

言語実践 
両親は、我が子の言語使用にいつ、どのように介入するのか？罰則やご

褒美を与えるのか？ 

 

 Family Language Policy の実態について調査した研究には、本城(2010)、渋谷（2011）、Siklósi 

(2018)、柳瀬（2018）、Li（2020, 2021 op.cit.）などがある（表 2.）。 

 

表 2．Family language Policy 研究例 

本城 2010 

フランスの日系国際家庭の日本人母を対象に、家庭での言語使用、日本語継承の

意志とその要因に関する聞き取り調査を行った。その後、同家庭の中で、日本語

継承を強く希望し聞き取り調査時に就学前の子どもを抱えていた家庭を対象に

４年後アンケート調査を行い、経時変化を観察した。 

渋谷 2011 
スイスに住む日系国際家庭における日本人母にアンケート調査を行い、母語・母

文化教育、現地での教育、将来展望に分けて教育戦略を分析・考察した。 

Siklósi 2018 
クロアチアに在住するハンガリー系国際家庭の子どもの言語使用についてハン

ガリー人親に構造化インタビューを行い、その結果を定量的に分析・考察した。 

柳瀬 2018 
中国大陸に在住する日系国際家庭を対象に子どもの継承日本語に関して母親に

対するアンケート・インタビュー調査を行い、その結果を分析した。 

Li 2020,2021 

ニュージーランドに在住する中国人母にインタビュー調査調査を行い、Family 

Language Policy を構成する「言語に対するビリーフ」「言語管理」「言語実践」

の３要素の点より分析た。 

 

 しかし、これらの研究はいずれも、アンケートやインタビューの結果を定量的に分析したり、子育て

におけるある時点で決定づけられた family language policy の背景にあるエピソードを紹介するもの

である。 

 徳永（2020）は、家庭内で 2 つ以上の言語を使用する家庭環境の中で親がどのような意識でどう言

語選択を行い、言語環境を築いているのかについてまだ十分に解明されていないとして、言語選択の
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要因に関する先行研究、国際家庭の夫婦を対象とした先行研究を概観した。そして、多言語環境家庭に

おける親に焦点を当てた研究課題の１つとして、「子どもの成長や親自身の経験の積み重ねにより変容

する親の意識のプロセスに焦点を当て、多言語環境家庭における親の言語選択の要因の変化を通時的

な視点で捉えること。」を挙げている。実際、個々の家庭の生活史を描き出すような研究はこれまであ

まり行われていない。例えば本城は、ある一家のランゲージ・ビオグラフィを作成し、日本人母と外国

人父親の言語使用観の違いを導きだしている。そして、柳瀬は、夫婦のライフヒストリーの調査も行

い、「家庭内言語調整が行われたきっかけ」や「アニメ視聴が子どもの日本語資源として果たす役割の

大きさ」などを示す事例を提示している。しかし、これらは親が我が子の継承日本語教育とどう向き合

ってきたのかを長期的な子育てライフの視点から捉えようとしたものではないiv。そこで本研究では、

我が子に対する継承日本語に対する取り組みを生活史として描き出す方法として、複線径路・等至性

モデリング（Trajectory Equifinality Modeling、以下：TEM）を採用し、ある国際家庭の日本人親が

我が子の継承日本語教育とどう向き合ってきたのかを記述する。 

 

３.複線径路・等至性アプローチと TEM 

オープンシステムとは、外界との関係でその構造を維持し、変化させるシステムのことである。人間

も環境から独立しているのではなく、外界との関係（日常生活の中の法律や社会制度、生活環境、地域

社会の規範、家族や友人のアドバイス）などに基づき、思考と行動を維持・適応させる。この点より、

人間もオープンシステムと見ることができる。オープンシステムには、異なる経路をたどって同じよ

うな結果に至るという特徴がある。これを等至性と呼び、等至性が達成される点を等至点と呼ぶ。仮に

Ａ大学を受験し入学した学生を対象とすると、それぞれの学生が自らを取り巻く外界との関係の中で

様々な判断や選択を行いＡ大学入学という等至点に達したと見ることができる。この等至点に至るま

での個人の行動（選択）と心理的葛藤のプロセスを時間の流れに沿って記述するアプローチを複線径

路・等至性アプローチ（Trajectory Equifinality Approach）と言う。 

TEM は、複線径路・等至性アプローチを構成する手続きの１つであり、ある等至点を対象にして、そ

こ至るまでの人々の人生径路を不可逆的時間の中で記述しモデル化する手続きである。TEM を図に表す

際には表 3.に示す要素を組み合わせて描くのが普通である。 

 

表 3．TEM 図で描かれる要素v（福田 2019） 

等至点 
人々が異なる径路をたどった後に至る（研究の対象として取り扱う）同じよ

うな結果。 

両端化した等至点 

研究の対象とする等至点に至らなかった場合に、人々が同じように至りえる

と考えられる別の等至点。（例えば「Ａ大学に入学」という等至点を研究対象

とする場合「Ａ大学に入学しない」は両端化した等至点となりえるvi。両端化

した等至点を設定することで、現実には発生しうるが実際には発生しなかっ

た経路のモデル化にも利用することができる。） 

径路の範囲 等至点と両端化した等至点の間にある選択可能な径路の範囲。 

分岐点 
等至点に至る道を複数発生させながらも人々を等至点へ導く点。（例えば「Ａ

大学に入学」という等至点を研究対象にする場合、調査対象者、すなわちＡ大
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学に入学した人が「経済的にＡ大学への進学が困難な状況になった」という

経験をしていた場合、それは、様々な判断に迫られるという点で分岐点とな

りえる。） 

必須通過点 

研究の対象とする等至点に至るまでに、多くの人が共通して経験する出来事。

（例えば「Ａ大学に入学」という等至点を研究対象にする場合、「Ａ大学受」

は必須通過点となりえる。） 

社会的助勢 
個人を等至点へと後押しする力（例えば「Ａ大学に入学」という等至点を研究

対象にする場合、「両親の賛成」は社会的助勢となりえる。） 

社会的方向づけ 
個人を等至点から遠ざけようとする力。逆風。（例えば「Ａ大学に入学」とい

う等至点を研究対象にする場合、「両親の反対」は社会的助勢となりえる。） 

非可逆的時間 
等至点に至るまでの時間の流れ（物理的な時間の流れではなく、個人の中で

の時間の流れを示す） 

実線矢印 等至点に至るまでに実現された径路 

点線矢印 等至点に至るまでに、実現可能性は高いが実現されたなかった仮想径路 

  

例えば以下の例を TEM 図で表すと図 1.のようになる。 

カウンセラーになりたくてＡ大学を受験・合格した後に、実家から近い B 大学にも合格した。両親

は自宅から通える B大学を勧めたため悩んだが、最終的に両親を説得しＡ大学に入学したvii。 

 

図１．TEM 図例（福田 2019:251） 

  

 本研究では、まず、「日本語が家族メンバー間の言語コミュニケーションのための第一言語として確

立した」を等至点として設定した。そして、この等至点に達したと感じているハンガリー永住者の日本

人父 Jviiiの「第一子の誕生から現在までの成長」の過程を TEM 図に描くこととした。 
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４.J のオートエスノグラフィと TEM 図 

複線径路・等至性アプローチは、インタビューに基づくナラティブ・データ、質問紙調査における自

由記述、史書、新聞記事など多種多様なデータを活用できる（福田 op.cit.）。その中で、本研究では

自身を取り囲む環境、そして自身の選択や判断について J が記述を行い TEM 図に表すというオートエ

スノグラフィ TEM（Auto-TEM 土元 2020）の手法をとった。オートエスノグラフィは、文化的経験を理

解するために、個人的な経験を記述し、かつ体系的に分析しようとする研究及び執筆のアプローチで

あるix。（土田 op.cit.）以下、J 自身の記述を要約し（表 4.）J 自身が描いた TEM 図（図 2.）を示す。 

 

表 4.Ｊの記述 

 私は日本語教師であり、ハンガリー人である妻も日本語ができた。それで妻が妊娠した時、子供が生まれた

ら家では日本語で話そう決めた。幸い、子ども（以下「アンナ（仮名）」）は健康だったので、予定通り家庭内

の言語をすべて日本語とした。私も妻もハンガリー語の絵本を日本語で読み、日本語衛星放送と契約し１日中

家で日本語が流れるようにした。 

 アンナが幼稚園に入ると、ママ友や子供の友達が一緒にいる場では、妻が子に現地語で話すようになった。

そして、子供も友達と現地語で話し始め、妻とも現地語で話す場面が現れた。アンナの日本語使用が相対的に

減り始めると（私はちょっとあせり）アンナに日本語の文字や語彙を教え始め、日本語で日記を書かせるよう

になった。今思えば、ちょっと学習を強要してしまったところもあると感じている。 

 アンナが学齢期に達した際、日本語補習校に通わせるつもりだったが、同学年の子を持つ保護者から「補習

校に入れてもついていけない」という声が複数上がった。そこで、親同士で話し合い、自分たちで小規模継承

日本語サークルを立ち上げることにした。一方、アンナが補習校に通う子供と同じように日本語を学べるよう

にと、家庭で問題集を与えたり日記を書かせたりと日本語学習時間を設けた。サークルを作った結果、補習校

では同学年の入学者がいなくなり、補習校とは気まずい関係となったが、「もう後戻りできない」と、サークル

の保護者同士の交流が非常に密となった。私は、そこで家庭ごとに継承日本語に対する考えが違うこと、そし

てそこにはそれぞれの背景があることについても知った。サークルでは最初、補習校同様、日本の学校の教科

書を使っていた。しかし、学年が上がるにつれ、日本の学年通りにカリキュラムを進めることができなくなっ

た。しかし家庭ではなるべく学年に合わせた教材を与え、アンナが日本語の勉強に取り組むよう働きかけてい

た。一方、アンナは学年が上がると、妻にハンガリー語で現地校の勉強のことを聞く頻度が増えるようになっ

た。私は、それを理解もしつつ、寂しさも感じていた。 

 アンナは初等学校の成績は非常によかったが、現地語の読み書きに困難を感じることがあり、１年生から習

っていた英語の学習にも困難を感じていた。中等教育機関への進学のことを考える時期も近づいてきたため、

専門家に相談したところ、検査を受けた方がよいということになり、アンナをあちこち連れまわして検査を受

けた。結果、学習障害は見られないものの現地語の読み書きに困難があり、その原因はバイリンガルにあるだ

ろうと言われた。このときになって、自分が無理やり日本語を使用させようとしたから、日本語を学ばせよう

としたから、と本当に子どもに申し訳ない気持ちで一杯となった。その後も家庭内言語を全てハンガリー語に

変えたりとか、日本語教育を一時的にやめたりということはしなかった。ただ、アンナが母親と現地語で話し

始めても「日本語で！」とそれを止めることは辞めた。また、日本語を学習させるのではなく、多様な日本語

話者と交流する機会をつくっていこうと方針を転換することにした。そこで、日本人留学生を探して継承語サ

ークルに招待したり、アンナが日本人学校の聴講生になったときも、以前は日本語上達に期待を寄せていたが、

36



方向転換してからはアンナがたくさんの友達をつくってくれることに喜びを感じるようになった。アンナがた

くさんの日本人と楽しそうに交流している姿を見て、私はアンナの成長を感じるようになった。そうこうして

いるうちに、アンナが 14 歳で JLPT の N2、16 才で N1 に合格し、アンナ自身が「自分は日本語ができる」とい

う体験を得ることができたことにもホッとした。 

 アンナが 17 才になった時、継承語サークルの小さい子のクラスに先生がいなくなった。そこで、他の保護者

の同意を得て、アンナに先生になってくれるように頼んだ。以後、アンナは先生の立場で日本人親や日本ゲス

トと接するようになり、生徒を教えるために自らも日本語の勉強を始めた。 この段階で日本語に関しては自分

からは完全に卒業となった。現地語の読み書きの問題も、本人の努力で徐々に克服し、高校も優秀な成績で卒

業した。 

 現在アンナは大学生となり、あれだけ苦手だった英語も国家試験中級（B2）に合格した。そして今は韓国語

を楽しく勉強している。日本語教師としても活躍の幅を広げ、学習困難がある生徒や、アメリカ人夫婦に英語

で相談しながら（英語ネイティブの）お子さんに教えたりしている。また、アンナ同様、現地語に苦労してい

る日本人ハーフの子にも現地語を教え始めた。アンナは「あの子の苦労が手に取るようにわかるし、あの当時、

私に教えてくれようとしていたママの苦労もわかる」と言いながら生徒さんのサポートした結果、生徒さんの

現地語の成績が上がり、保護者からボーナスもいただいたようだ。 

 このような感じで、家庭内第一言語も（妻とアンナはシチュエーションに合わせてハンガリー語を使うこと

はあるものの）日本語を維持している。つい先日も、子供が妻に日本語で感謝の手紙を書き、それを読んだ妻

が大粒の涙を流すという出来事があった。 

 

 

 

図 2．J が描いた TEM 図 

 

５.J の TEM 図から見えてくるもの 

 Ｊがアンナに日本語使用・日本語学習を意識的に要求するようになったのは、アンナが外とのつな

がりを持ち始めてからである。J 家では家庭内言語を日本語のみと決めていたため、アンナが生まれて
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から幼稚園に入園するまではアンナも J や妻の前で日本語でしか話をしていなかった。しかし、アン

ナが幼稚園に入園し外とのつながりを持つようになると、アンナも妻と現地語を使い始めることにな

った。それはアンナや妻にとっては自然なことではあったが、自分の目の前で現地語を話す妻とアン

ナを見ることに J は違和感を感じたのであろう。Ｊはこの違和感を自分なりに解決するために家庭内

での日本語使用とそのレベルの向上にこだわり、外とのつながりによるアンナの（言語的）成長からは

目を背けていたと言える。継承語サークルを通じて各家庭の事情を知るようになっても、継承語サー

クルが補習校と同じペースで授業ができなくなっても、家庭での日本語使用・日本語学習に対する J の

態度には変化はなかった。Ｊはアンナが幼稚園や学校で現地語の遅れを指摘されていたことは妻から

聞いてはいたが、それにも特に強い関心を持たず、結局、中等学校（高校）受験が近づいてきた時期に

専門家に「日本語のせいで学習に困難が生じている」と指摘され、初めて自分自身の態度、我が子の成

長に対する視野の狭さが、我が子の成長を妨げていることに気づかされた。以後、Ｊはこれまでの自身

を反省し、強い後悔の念に駆られながら、アンナが外とのつながりの中で日本語に触れられるように

した。そして、それまで娘の成長を見る基準を、日本語使用レベルの向上だけではなく、例えば日本語

を使って人とつながることができる力で捉えるようになったと言える。松尾（2021）は、日本語能力の

伸びを縦軸（内容の難易度レベル）と横軸（日本語でできることのバリエーション）で示した上で、国

際家庭における日本人親は我が子の縦軸の伸びしか見ない傾向にあり、横軸で我が子の日本語を見直

すことの重要性を指摘している。松尾の言う縦軸と横軸を J に当てはめてみると、Jはアンナの日本語

に対する視点・態度を２回変化させているといえる（表 5.） 

 

表 5.我が子の日本語に対する J の視点・態度の変化 

誕生から外とのつなが

りを得るまで 

アンナが日本語を使ってできることが増えること（言葉を話した！文を

話した！文字が読めた！）に目を向け、成長を楽しむ。（横軸の伸びに視

点がある。） 

外とのつながりを得て

から、専門家に問題を指

摘されるまで 

アンナの日本語能力が日本に住む日本人、あるいは補習校に通う子ども

と同じように伸びること（より多くの漢字、文字を覚え、文章を読み、日

記が書け、問題集が解けること）に目を向け、あせる。（縦軸の伸びに視

点がある。） 

専門家に問題を指摘さ

れて以降 

アンナが日本語を使ってできることが増えること（例えば様々な日本語

話者と関係がつくれること）に目を向け、成長に喜びを感じる。（横軸の

伸びに視点がある。） 

 

 J は、アンナが外とのつながりを持つようになったことがきっかけで、J は（アンナの外とのつなが

りから目を背け）縦軸への伸びにのみ目を向けるようになっていった。しかし、そのこだわりがアンナ

自身の成長に大きなマイナスを与えてしまっていることに気づかされ、ようやくアンナの外とのつな

がりに目を向けるようになり J 自身もそれをサポートすることで、（再び）横軸でアンナの日本語を捉

えられるようになった。結果、Ｊは娘の（日本語の能力を含む）成長の喜びを（再び）感じられるよう

になってきたと言えるだろう。 
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６.今後の課題 

 本研究では、「日本語が家族メンバー間の言語コミュニケーションのための第一言語として確立した」

を等至点として設定し、我が子の誕生から成人するまで、ある日本人父親が我が子の継承日本語教育

とどう向き合ってきたのかを明らかにした。この取り組みを最初のステップとして、今後は以下の課

題に取り組みたいと考えている。 

 まず第一としては、等至点以外の変数を変えての情報収集・分析である。J は父親であったが、２．

で紹介した先行研究も示す通り、継承日本語の問題に熱心に取り組んでいるのは母親が多い。また J は

ハンガリー永住者であったが、例えばスイスでは（ハンガリーとは違い）移民融和政策の一環として、

各州教育省管轄の継承語・継承文化授業コースが推奨されており日本語もその中に含まれているx。こ

のように国の継承語政策が日本人親の我が子に対する継承日本語教育に影響を与える可能性もある。 

 第二としては、等至点という変数を変えての情報収集・分析である。本研究では「日本語が家族メン

バー間の言語コミュニケーションのための第一言語として確立した」を等至点とした。しかし両親が

同時にバイリンガルの子供を育てようとするときに採用されている一般的な方法は、各親が常に１つ

の言語（例えばそれぞれの母語）を子供に話すという One person, one language である（Barron-

Hauwaert 2004）。従って、One person, one language というストラテジーを採用している家庭に合っ

た等至点を設定することも重要となる。 

 第三としては、日本人親という変数を変えての情報収集・分析である。本研究では J から見た我が

子の継承日本語教育について記述したが、例えば J の妻、そして我が子自身（本研究でいうアンナ）か

ら見た継承日本語教育について記述することで、J の一家の FLP を更に詳しく分析することが可能に

なる。 

 第四としては、本研究で見えた「我が子の継承日本語教育に対する視点・態度の変化」から見た情報

収集・分析である。J は「我が子の外とのつながり」「日本語学習が原因の学習困難の恐れ」により、

我が子に対する日本語教育の視点・態度を大きく変化させた。これは J だけの問題なのか、それとも

他の日本人親に共通する現象なのか。更に情報を分析することで見えてくることもあるはずである。 

 今後は、第一～第四の点を明らかにしていくことで、我が子の継承日本語教育に取り組む親に対す

るサポートを検討していきたい。 
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